
 

 

 

大阪シティ信用金庫（本店 大阪市、理事長 髙橋知史）は１１月４日（水）、

令和２年度「諮問委員会」を発足いたしました。 

同委員会は、金庫の経営課題について、職員が熱心に討議を重ねて具体的な  

提言を行うことで、職員の意見を金庫経営に反映させることを目的としており、

昭和５８年に「各種研究会」としてスタートし、これまで延べ１,３１３名の役

職員が１９５のテーマに取り組んできました。 

今回は、中期経営計画「S m a r t  S h i n k i n  2 0 2 2」の実現に向けた重要な

３つのテーマについて具体的な提言を行い、金庫経営に反映させることを目的

としています。 

記 

１．期 間 

令和２年１１月～令和３年２月 

・答申提出  令和３年２月３日（水） 

・発 表  令和３年２月予定 

２．テーマ 

（１）お客さまの利便性向上につながる改善 

（２）渉外・窓口、対面・非対面取引の融合 

（３）傾聴力と提案力を持った人材育成 

３．メンバー 

職員３０名 

５名（１班あたり）×２班（１テーマあたり）×３テーマ 

支店長ほか男性および女性職員で構成 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年６月１２日 

令和２年度「諮問委員会」を発足 

～ 来年２月の答申発表に向けて ～ 

令和２年１１月９日 

 

本件はＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の考えに基づいた取り組みのうち、 

右記の目標に寄与するものです。 


